
平成１０～１８年度

〈投手部門〉選手・１試合
◇最多奪三振数 11 個 H12 山本秀雄（橘）

◇最少投球数 72 球 H16 笘谷　豊（オール摂津クラブ(B)）

◇最多投球数 151 球 H10 南　純次（此花中学校ＰＴＡＯＢ）
※最少投球数は７イニング以上

〈打者部門〉選手・１試合
◇最多安打数 4 安打 H12 瓜生芳文（上野遊球クラブ）

◇最多得点数 4 点 H15 今西恭夫（冠小ＰＴＡクラブ）

◇最多打点数 7 点 H14 松尾俊一（今中ＯＢ）

◇最多犠打数 2 個 H10 名古喜悦（八尾実年）

◇最多四死球 4 個 H18 高﨑憲治（ヤングモルツ）

◇最多盗塁数 3 個 H14 中尾　登（ドリーム清水）

◇最多二塁打 2 本 H10 浜地敏明（吹田クラブ）

◇最多三塁打 2 本 H12 和田重勝（堺南実年）

◇最多本塁打 2 本 H12 瓜生芳文（上野遊球クラブ）

〈打者部門〉チーム・１試合
◇最多安打数 18 安打 H12 上野遊球クラブ 対若江クラブ

◇最多得点数 23 点 H15 冠小ＰＴＡクラブ 対高柳モンスターズ

◇最多打点数 20 点 H18 池田伏尾台 対枚方ｼﾙﾊﾞｰﾔﾝﾁｬｰｽﾞ

◇最多犠打数 8 個 H18 吹田クラブ実年 対スコーピオン

◇最多四死球 17 個 H12 橘 対グレートボーイズ

◇最多盗塁数 5 個 H10 岸和田クラブ 対八尾実年

◇最多二塁打 6 本 H10 岸和田クラブ 対此花中学ＰＴＡ.ＯＢ

◇最多三塁打 3 本 H15 吹田クラブ実年 対冠小ＰＴＡクラブ

◇最多本塁打 4 本 H15 シルバーフォックス 対若江クラブ

〈連続部門〉選手
◇連続無失点回数 20 回 H14 山根正美（大阪実年フェローズ）

◇最多連続奪三振 7 個 H12 山本秀雄（橘）

◇連続安打数 6 安打 H16 笘谷　豊（オール摂津クラブ(B)）
※連続無失点回数・連続安打数は１試合ではありません

〈大会部門〉
◇完全試合

◇無安打無得点試合 H14 山根正美（大阪実年フェローズ） 対実年ドジャーズ

◇満塁本塁打 H12 田中敏男（橘） 対堺南実年

H13 柴田　豊（門真クラブ） 対全伏尾台

H13 池田　博（岸和田クラブ） 対茨木実年

H14 松尾俊一（今中ＯＢ） 対ヤングモルツ

H14 梅崎泰三（今中ＯＢ） 対ヤングモルツ

H16 中村勝之（大阪実年フェローズ） 対フェニックス

H17 阪本博一（吹田クラブ実年） 対実年ドジャーズ

H17 岡田憲治（池田実年） 対日置荘クラブ

H18 樋元　均（池田伏尾台） 対枚方ｼﾙﾊﾞｰﾔﾝﾁｬｰｽﾞ

H18 出山美穂（岸和田クラブ） 対若江クラブ

◇サイクルヒット
※全員記載
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